
年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

実技、筆記テスト 授業内テスト実施

〇 〇 〇

10

2

F,器楽（ギター）
【知識及び技能】
正しい奏法を身に付け、他者と併せ
て演奏ができる。
【思考力、判断力、表現力】
音楽を形づくっている要素を理解
し、曲想を考えて演奏表現を工夫す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性】

・ギター
（運指、音階、簡単な曲）
※コロナの状況に応じて使用楽器を
変更して実施
・教科書
・プリント
・振り返りシート
・譜面台

【知識・技能】
正しい奏法を身に付け、他者と合わせて演奏し
ようとしている。
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素を近いし、曲想を考え
て演奏表現を工夫しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者と協働して取り組み、音楽の良さや美しさ
を感じ取ろうとしている。

〇 〇 〇 12

実技、筆記テスト 授業内テスト実施 〇 〇 〇 2

合計

78

高等学校 令和５年度（１２学年用） 教科

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけるようにする。

・音や音楽のよさや美しさなどの質的な世界を価値ある
ものとして感じ取る感性
・協働して音楽活動をする喜びの自覚
・芸術として音楽の学習に主体的に取り組む態度
・生涯にわたり音楽を愛好する心情
・美しいものや優れたものに接して感動する、情感豊か
な心としての情操

【学びに向かう力、人間性等】

芸術 音楽Ⅰ

（1～5組：清水）

芸術 音楽Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
・音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記
号などについて、音楽表現上の働きとかかわらせて理解
している。
・個性をいかした音楽表現を創意工夫したり、表現意図
を音楽で表現したりするための技能を身につけている。

・感性を働かせ、音楽を形づくっている要素を知覚し、
それらの働きを感受しながら、知識や技能を得たり活用
したりして音楽表現を工夫しようとしている。

MOUSA１

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

6

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 7

3

配当
時数

１
学
期

A,歌唱
【知識及び技能】
基本的な発声を身につけ曲想の良さを味わいな
がら歌うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
歌詞の鑑賞を通して内面的な理解を深めてる。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽のよさや美しさを感じ、主体的に学習に取
り組んでいる。

・校歌＋1・２曲
・教科書
・振り返りシート
・プリント
・ピアノ
・CDデッキ

【知識・技能】
基本的な発声を身につけて歌うことができて
いる。
【思考・判断・表現】
歌詞の意味を理解しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 7

B、楽典
【知識及び技能】
基本的な音楽記号の名前や意味を理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽記号を理解し、歌唱や器楽の演奏に
活かしている。
【学びに向かう力、人間性等】
関心を持ち、主体的に学習に取り組んで
いる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

C,器楽（三線）
【知識及び技能】
基本的な演奏方法を身につけ、正しい運指で日
本の曲を味わって演奏することができる。
【思考力、判断力、表現力】
五音音階を知覚し、三線の音の良さを感じなが
ら、音楽表現を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽文化を尊重し、学習に主体的に取り組んて
いる。

〇 〇

・教科書
（音符記号、強弱記号、臨時記号、
ト音・ヘ音読譜）
・プリント
・キーボード

〇

10

I,器楽（リコーダー）
【知識及び技能】
正しい奏法を身に付け、他者と併せ
て演奏ができる。
【思考力、判断力、表現力】
音楽を形づくっている要素を理解
し、曲想を考えて演奏表現を工夫す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性】

〇 12

G,鑑賞
【知識及び技能】
音の要素を知覚し、音の要素が曲想を表現する
ことを感じ取ることができる。
【思考力、判断力、表現力】
自分の考えを他者に共有し、他者の考えに共感
することができる。
【学びに向かう力、人間性】
音の要素に関心を持ち、自分の考えを持って主
体的に取り組むことができる。

・教科書（動物の謝肉祭）
・プリント
・動画、CD等の音源

【知識・技能】
音の要素が曲想を表現していることを感じ取ろ
うとしている。
【思考・判断・表現】
自分の考えを他者に共有し、他者の考えに共感
しようとしている。。
【主体的に学習に取り組む態度】
音の要素に関心を持ち、自分の考えを持って主
体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 4

・リコーダー
（運指、音階、簡単な曲）
・教科書
・プリント
・振り返りシート
・譜面台

【知識・技能】
正しい奏法を身に付け、他者と合わせて演奏
しようとしている。
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素を近いし、曲想を考
えて演奏表現を工夫しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者と協働して取り組み、音楽の良さや美し
さを感じ取ろうとしている。

〇 〇 〇

【知識・技能】
基本的な音楽記号の名前や意味を理解するこ
とができている。
【思考・判断・表現】
音楽記号を理解し、歌唱や器楽の演奏に活か
そうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に取り組もうとしている。

〇

〇

・教科書
・プリント
・振り返りシート
・譜面台

【知識・技能】
音符記号を理解し、正しく楽譜を読むことが
できている。
【思考・判断・表現】
音楽記号を理解し、リズムの面白さを楽しん
で演奏表現を工夫しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者と協働して取り組もうとしている。

〇 〇 〇

1

D,リズム（創作）
【知識及び技能】
音符記号等を理解し、正しく楽譜を読むことが
できる。
【思考力、判断力、表現力】
音楽記号を理解し、リズムの面白さを楽しんで
演奏表現を工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と協働して取り組むことができる。

３
学
期

H,楽典（トライアドコード）
【知識及び技能】
コードの構成や判別が理解できる。
【思考力、判断力、表現力】
ー
【学びに向かう力、人間性】
主体的に取り組むことができる。

・教科書
・プリント

【知識・技能】
コードの構成や判別を理解しようとしてい
る。
【思考・判断・表現】
ー
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に取り組むことができる。

〇

２
学
期

E,楽典（全音・半音・音程）
【知識及び技能】
音楽を形づくっている要素を理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力】
音程の構造を理解し、判定できる。
【学びに向かう力、人間性】
音楽の学習に主体的に取り組んでい
る。

・教科書
・プリント
・キーボード

【知識・技能】
音楽を形づくっている要素を理解しようとして
いる。
【思考・判断・表現】
音程の構造を理解し、判定しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
音楽の学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇

・教科書（海の声）
・プリント
・三線
・振り返りシート
・譜面台

【知識・技能】
基本的な奏法を身に付け、正しい運指で日本の曲を
味わって演奏することができている。
【思考・判断・表現】
五音音階と知覚し、三線の音の良さを感じながら、
音楽表現を工夫しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
音楽文化を尊重し、学習に主体的に取り組もうとし
ている。

〇 〇

実技テスト 授業内テスト実施

実技、筆記テスト 授業内テスト実施



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

・教科書
（完全協和音程、不完全協和音
程、不協和音程）
・プリント
・キーボード

F　楽典
【知識及び技能】
四和音（セブンスコード）の違いを
感じ取り、構成を理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
-
【学びに向かう力、人間性等】
ギターで扱っているコード（和音）
に関心を持ち、理解しようと意欲的
に取り組んでいる。

・教科書
（三和音、四和音）
・プリント
・キーボード

【知識・技能】
四和音（セブンスコード）の違いを感じ取
り、構成を理解しようとしている。
【思考・判断・表現】
-
【主体的に学習に取り組む態度】
ギターで扱っているコード（和音）に関心を
持ち、理解しようと意欲的に取り組もうとし
ている。

〇 2

〇

【知識・技能】
協和音程の違いを理解し、音の違いを感じ取
ろうとしている。
【思考・判断・表現】
-
【主体的に学習に取り組む態度】
協和音程の違いを理解しようと意欲的に取り
組もうとしている。

〇 〇

2

D 楽典
【知識及び技能】
協和音程の違いを理解し、音の違い
を感じ取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
-
【学びに向かう力、人間性等】
協和音程の違いを理解しようと意欲
的に取り組んでいる。

〇 〇 10

4

２
学
期

E ギター
【知識及び技能】
ギターを正しい運指で押さえ、曲に
あった奏法を用いて演奏できる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想にあった演奏方法を考え表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と協働して演奏表現に取り組ん
でいる。

・教科書
（天体観測他）
・ギター
・譜面台
・プリント
・タブレット端末

【知識及び技能】
ギターを正しい運指で押さえ、曲にあった奏
法を用いて演奏しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想にあった演奏方法を考え表現しようとし
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と協働して演奏表現に取り組もうとして
いる。

〇 〇

・教科書
（夏は来たりぬ他）
・ソプラノ、アルトリコーダー
・プリント
・譜面台

【知識・技能】
正しい運指でリズムやフレーズなどを正しく
演奏しようとしている。
【思考・判断・表現】
楽器に応じた効果的な表現を工夫しようとし
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲に関心を持ち、意欲的に取り組もうとして
いる。

〇 〇

実技テスト、筆記テスト

指導項目・内容 評価規準 知 思

〇

〇 〇

〇 10

筆記テスト、実技テスト 授業内テスト
〇

創造活動に関心を持ち、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社
会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅱ

〇 5

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇 9

配当
時数

A 楽典
【知識及び技能】
読譜で必要な反復記号の名前や意味
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
楽譜をみて反復記号を判別すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
興味関心を持ち、主体的に学習に取
り組んでいる。

・教科書
（反復記号、著作権）
・プリント

【知識・技能】
読譜で必要な反復記号の名前や意味を理解し
ようとしている。
【思考・判断・表現】
楽譜をみて反復記号を判別しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
興味関心を持ち、主体的に学習に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 4

B 歌唱
【知識及び技能】
音程やリズム、フレーズなどを把握
し、歌唱表現するための技能を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想を感じ取り、それに応じた表現
の工夫をしている。
【学びに向かう力、人間性等】
正しい発声法をみにつけ、意欲的に
歌っている。

単元の具体的な指導目標 態

C 器楽（リコーダー）
【知識及び技能】
正しい運指でリズムやフレーズなど
を正しく演奏することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
楽器に応じた効果的な表現を工夫し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
曲に関心を持ち、意欲的に取り組ん
でいる。

・教科書
（糸、ハナミズキ、涙そうそう
等）
・プリント
・曲に応じて楽器使用
（キーボード、三線、リコー
ダー、ギター等）

【知識・技能】
　音程やリズム、フレーズなどを把握し、歌
唱表現するための技能を身につけようとして
いる。
【思考・判断・表現】
曲想を感じ取り、それに応じた表現の工夫を
しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
正しい発声法を身につけ、意欲的に歌おうと
している。

授業内テスト

高等学校 令和５年度（１２学年用） 教科

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけるよ
うにする。

他者と協働して演奏表現を工夫しようと意欲的に取り
組もうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

芸術 音楽Ⅱ

(X2：清水） （X3：清水）

芸術 音楽Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
【器楽】正しい運指で、アンサンブルや和音の響きの美し
さを味わって演奏しようとしている。
【歌唱】豊かな発声を目指し、他声部と音の重なりを聴き
ながら美しいハーモニーで歌う技能を身につけようとして
いる。
【鑑賞】様々なジャンルの音楽に触れ、背景や文化等を知
覚しようとしている。

音楽の諸要素を知覚し、音楽のよさや美しさを感じ取
り、個性豊かに感性を働かせて、表現を工夫しようと
している。

MOUSA２

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。



合計

78

〇

〇 2

３
学
期

H　創作
【知識及び技能】
音を連ねたりかさねたりしたときの
響き、音階や恩恵などの特徴及び構
成上の特徴について、表したいイ
メージとかかわらせて理解を深めて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素の働きを感受しながら、
どのように音楽をつくるかについて
独自の表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に創作の学習活動に
取り組んでいる。

・教科書
（旋律の雰囲気を変化させよう）
・プリント
・楽器（キーボード、リコーダー
他）

【知識及び技能】
音を連ねたりかさねたりしたときの響き、音
階や恩恵などの特徴及び構成上の特徴につい
て、表したいイメージとかかわらせて理解を
深めようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽の要素の働きを感受しながら、どのよう
に音楽をつくるかについて独自の表現意図を
もとうとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に創作の学習活動に取り組も
うとしている。

〇 〇

〇

10

G 鑑賞（コンテンポラリー・ミュー
ジック）
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造と
の関わり、および文化的・歴史的背
景について理解を深め、多様な音楽
の価値観を受容する。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽表現の共通性や固有性について
考え、音楽のよさや美しさを深く味
わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に鑑賞の学習活動に
取り組んでいる。

G　鑑賞（世界の諸民族の音楽）
【知識及び技能】
文化的な背景を理解し、各民族音楽
のリズムや音の特徴を聴きとってい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
-
【学びに向かう力、人間性等】
いろいろな民族固有の音楽に興味・
関心を持ち、積極的に他者と理解を
深め合うことができる。

・教科書
（世界の諸民族の音楽）
・プリント
・タブレット端末

【知識及び技能】
文化的な背景を理解し、各民族音楽のリズム
や音の特徴を聴きとろうとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
-
【学びに向かう力、人間性等】
いろいろな民族固有の音楽に興味・関心を持
ち、積極的に他者と理解を深め合おうとして
いる。

〇 〇 8

・教科書
（ハンガリアン・ロック、弦楽六
重奏のための180 beats per
minute）
・プリント
・タブレット端末

【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ
り、および文化的・歴史的背景について理解
を深め、多様な音楽の価値観を受容しようと
している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽表現の共通性や固有性について考え、音
楽のよさや美しさを深く味わって聴いてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
コンテンポラリー・ミュージックの新しい発
想や、それによる表現効果に関心をもち、主
体的に鑑賞の学習活動に取り組んでいる。

〇 〇 〇

10

〇



 年間授業計画表（令和５年度） 担当教員 清水 千歌 

教科・科目 
芸術Ⅲ 

音楽Ⅲ 
単位数 ２ 

学年・

学級 
3 学年（C3） 

教科書 Joy of music 

補助 教材 ギター キーボード 譜面台 打楽器 プリント等 

学習目標 

・2 年間で演奏した楽器からグループで編成を考え、他者と協働して計画し、意欲的にグループ

活動に取り組む。 

・音楽の要素を理解し、創作、アレンジ、工夫して表現する。 

・音楽の構造や背景等を理解し、自分の考えを持って表現する。 
 

学習期間 学習内容 学習のねらい【到達度目標】 時数 
(目安) 

1 学期 

中間考査 

・楽曲の表現上の特徴に興味をもち、自分のイ

メージを基に歌唱表現を工夫する。 

・楽典、ソルフェージュの復習を行い、表現に

結び付けるために必要な技能を身につける。 

・ 

・楽曲の表現上の特徴を理解し、表現意図をもっ

て創造的に歌おうとしている。 

・楽典、ソルフェージュの復習を行い、表現に結

び付けるために必要な技能を身につけようとして

いる。 

１３ 

1 学期 

期末考査 

・曲のイメージを感じ取り、音楽を形作る要素

を聴きとって、どのような役割を担っている

のか考える。 

・他者と協働し、意見に対して批評する。 

・自分で選定した楽器、演奏形態で、楽曲にふ

さわしい表現を工夫して演奏する。（デュオ、

トリオ） 

・曲のイメージを感じ取り、音楽を形作る要素を

聴きとって、どのような役割を担っているのか考

えようとしている。 

・他者と協働し、意見に対して批評しようとして

いる。 

・楽曲にふさわしい表現を工夫して演奏しようと

している。 

１３ 

2 学期 

中間考査 

・ファンファーレの簡潔な表現方法を理解し、

自分の表現したいイメージに基づいて創作、

表現する。 

・3 年間のまとめのコンサート 

（選曲、編成、アレンジ、練習、中間発表） 

 

・ファンファーレの簡潔な表現方法を理解し、自

分の表現したいイメージに基づいて創作、表現し

ようとしている。 

・他者と協働して、選曲、編成、アレンジを考え、

意欲的に取り組もうとしているか。 

１５ 

2 学期 

期末考査 

・3 年間のまとめのコンサート 

表現を工夫しようとし、他者の演奏を聴いて

楽曲の良さを味わう。 

・日本と外国の様々な音楽を聴き、音楽の構造

上の特徴と美しさ、その文化や歴史的背景を

理解し、自分の考えを持つことができる。 

・表現を工夫しようとし、他者の演奏を聴き、楽

曲の良さを味わおうとしている。 

・日本と外国の様々な音楽を聴き、音楽の構造上

の特徴と美しさ、その文化や歴史的背景を理解し、

自分の考えを持とうとしている。 

１５ 

3 学期 

期末考査 

・歌詞の意味や思いを考え、歌唱の響きの美し

さを感じ取りながら、歌唱表現する。 

・様々な音楽を鑑賞し、自分の考えをもって表

現する。 

歌詞の意味や思いを考え、歌唱の響きの美しさを

感じ取りながら、歌唱表現しようとしている。 

・様々な音楽を聴き、自分の考えを他者に伝え、

他者の考えに関心を持とうとしている。 

２２ 

 

評価の観点 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力 

創作工夫を生かした音楽表

現をするための技能を身に

つけ、創造的に表してい

る。 

音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きを

感受しながら、音楽表現を

工夫し、表現意図をもって

いる。 

音楽活動の喜びを味わい、

音楽や音楽文化に関心を持

って主体的に学習に取り組

もうとする。 

評価方法 ・出席日数 ・発表内容 ・プリント内容 ・実技テスト 
 

学習の 

ポイント 

【補習・補講計画、参考図書など】 

 

 



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科5 年  科目
教　科： 科　目： 単位数：2 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

2

合
計

20

・講師用PC
・プロジェクター
・プリント
・一人一台端末

　 ○

【知】作品を全体のイメージで捉えることを理解して
いるか。
【思】作者の心情や表現の意図と工夫などについて考
え，見方や感じ方を深めているか。
【学】主体的に生徒作品の提案の造形的なよさや美し
さを感じ取り，作者の思いなどについて考える鑑賞の
創造活動に取り組もうとしているか。 
  
  
  

○

○ ○

・ゴム版
・彫刻刀
・一人一台端末
蔵書票という自分の所有物を示す物を通
して自己を表現し、実際に自分の所有物
に貼る。

○ ○

【知】蔵書票とは何かと、版画の技法を知り、うまく
組み合わせて表現できるか。
【思】蔵書票として自分自身のオリジナリティのある
表現を版画の技法の範囲の中でデザインできている
か。
【学】作品の完成度をあげるべく主体的に制作
に取り組くんでいるか。 
  
  
  

○

○ ○

３
学
期

A.ゴム版画
「自らの所有を示す蔵書票」
【知】蔵書票の存在と版画の技法を知りうまく組み合
わせて表現できる。
【思】蔵書票として自分自身のオリジナリティのある
表現を版画の技法の範囲の中でデザインする。
【学】作品の完成度をあげるべく主体的に制作に取り
組くむ。

B.鑑賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
ンディー・ウォーホル「最後の晩餐」
【知】ポップアートとは何か。ウォーホルのシルクス
クリーン作品や多岐にわたる作品を鑑賞し、理解す
る。
【思】得た知識を自分なりに理解、解釈し、まとめる
ことができる。
【学】時代背景を理解しながら作品を積極的に鑑賞す
る。 
  
  

・講師用PC
・プロジェクター
・プリント
・一人一台端末
現代絵画の始祖とされるポール・セザン
ヌについて学習し絵画について理解を深
める。

○

【知識・技能】ポール・セザンヌの絵画が生まれた背
景とその絵画の基本の考え方を知ることができたか。
【思考力、判断力、表現力等】得た知識を自分なりに
理解、解釈し、まとめることができるか。
【学びに向かう力、人間性等】主体的に学習に取り組
んでいるか。

【知】作品を全体のイメージで捉えることを理解して
いるか。
【思】作者の心情や表現の意図と工夫などについて考
え，見方や感じ方を深めているか。
【学】主体的に作品の造形的なよさや美しさを感じ取
り，作者の思いなどについて考える鑑賞の創造活動に
取り組もうとしているか。 
  
  
  

B.鑑賞
イサム・ノグチ「モエレ沼公園」　　　　　　【知】
イサム・ノグチの生涯と抽象彫刻を知る。
【思】得た知識を自分なりに理解、解釈し、まとめる
ことができる。
【学】作者の生き様、時代背景までを理解しながら芸
術作品を鑑賞する 
  
  
  
  

・講師用PC
・プロジェクター
・プリント
・一人一台端末　　　　　　　　　　　　
　　　　20世紀を代表する彫刻家イサ
ム・ノグチの生涯最後の作品を鑑賞し、
抽象彫刻、パブリックアートについて理
解を深める。

B.鑑賞
「現代絵画の父ポール・セザンヌ」
【知】ポール・セザンヌの絵画が生まれた背景とその
絵画の基本の考え方を知る。
【思】得た知識を自分なりに理解、解釈し、まとめる
ことができる。
【学】主体的に鑑賞学習に取り組む。 
  
  
  
  
A.野外彫刻・建築「校内に作る野外彫刻構想」【知】
野外彫刻について知り、構想と模型の制作に活かす。
【思】校内に設置することを踏まえてその場に適した
野外彫刻を構想する。
【学】主体的に模型の制作や学習に取り組む。

・木材・紙粘土・ダンボール・アクリル
絵の具など
学校の敷地内に野外彫刻を設置する計画
を立て、そのスケールを把握しながら模
型を制作する。実際の素材に近い材料を
考え選択する。

○ ○

（３組：下向　　）

２
学
期

○ ○

○ ○ ○ 2

【知】パブリックアートについて理解し、スケール感
を掴んでいるか。
【思】実際の素材に近づけて表現ができているか。
【学】主体的に作品を制作することに集中しているか 
。 
  
  
  
  
  

○ ○ ○ 28

○

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

２

態

配

当

時

数

○ 24

【学びに向かう力、人間性等】

（２組：下向　）

思

１
学
期

○ ○

A.アクリル絵画
「身近なものを描く」

【知】アクリル絵の具の特性を理解し表現に活かす。
【思】構図やテーマを意識してモチーフと愛着のある
物を組み合わせる。
【学】作品の完成度を上げるために主体的に制作に取
り組む。

・アクリル絵の具セット
・キャンバス
・一人一台端末
初めに色彩の仕組みについての復習をし
てから、用意されたモチーフに自分の大
切な物を組み合わせてアクリル絵画を制
作する。

○

【知識・技能】基本的なアクリル絵の具の特性や筆を
使った絵画の技法を理解し、制作に生かしているか。
【思考・判断・表現】構図とテーマを意識してモチー
フと愛着のあるものを組み合わせて制作しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】作品の完成度を上げ
るために主体的に制作に取り組もうとしているか。 
  
  
  
  
  

A表現
B
鑑
賞

評価規準 知

教科

【 知　識　及　び　技　能 】

美術Ⅰ

【知識及び技能】

基礎的な絵画、彫刻についての知識、技法
を身につけ自身の表現に活かすことができる。
また美術作品を深く鑑賞していくために、作
家の絵画作品についての知識を身につけ芸術
作品の鑑賞に活かすことができる。

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ

　高校生の美術１　日本文教出版

（　1組：下向　）

芸術

【思考力、判断力、表現力等】

自身や自分の身の回りに注目して観察、考察
し、自ら主題を定め、芸術的にその主題を表
現することができる。
また、他者の表現を観察、考察し、自らの解
釈を表すことができる。

自己評価に基づき、積極的に表現について
改善を図ろうとし、自身の芸術的感性を高
め、意欲的に表現、鑑賞に取り組もうとし
ている。 
  
  
  

（　４組：真田　） （５組：真田　）

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につ
けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科5 年  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

2

合
計

20

・講師用PC
・プロジェクター
・ワークシート
・一人一台端　日本最古の漫画とも
称される「鳥獣人物戯画」を映像で
見ることで、筆遣いなどの細部まで
鑑賞し、日本美術の良さを味わう。

○

【知】墨の特徴を基に表現された作品を全体のイメー
ジや作風、様式などで捉えることを理解しているか。
【思】絵巻物の表現方法について理解し，日本美術に
対する見方、感じ方を深めているか。【学】積極的に
作品を味わいながら鑑賞しているか。

○

○ ○

・ワークシート・墨・筆・絵皿・半紙・色
紙・篆刻用具　　　　　　　　　　　　　　
日常ではあまり使われなくなった墨の魅力
を体験し、鳥獣戯画甲巻の模写をする。単
に模写をするだけでなく、持ち物や背景な
どにパロディーを取り入れることで、過去
の作品が現代と結びついていることを実感
する。その後持ち物や背景などにパロ
ディーを取り入れ、オリジナルの鳥獣戯画
の世界を描く。さらに石で印を彫り、墨絵
の中に押す。

○

【知】意図に応じて墨や筆の特性を生かし、表現方法
を創意工夫し、主題を追求して創造的に表している
か。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

○

○ ○

３
学
期

A.日本画（墨絵）「パロディー鳥獣人物戯画」
【知】墨の効果を理解し、墨によりつくりださ
れるイメージを捉え、意図に応じて墨の特性を
生かして表す。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　【思】墨による表現の特性やイメージを
基に、形や色彩、質感などの効果を考え、構想
を練る。　【学】墨による表現の特性を生かし
て絵画に表す創造活動に主体的に取り組む。

B.鑑賞：「鳥獣人物戯画」平安〜鎌倉　
　
【知】普段身近に感じている漫画を美術の観点
から見つめ直し、その表現の奥深さ、面白さを
感じ取る。 　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　【思】絵巻物の表現方法について理解
し，日本美術に対する見方、感じ方を深める。
【学】絵巻物の表現方法について理解し，積極
的に作品を味わいながら鑑賞に取り組む。

・講師用PC
・プロジェクター
・ワークシート
・一人一台端末
「デザインの基礎」についての資料や映像を鑑
賞し、デザインとは何かを学習する。情報の整
理をベースに伝わりやすさと五感に対する心地
よい表現とは何か考える。色彩の仕組みや効果
についても深く学ぶ。

○

【知】形や色彩、文字などの工夫を基に、情報を伝え
るためのデザインの効果を捉えることを理解している
か【思】デザインの目的や条件などを基に、発想や構
想の独自性と表現の工夫などについて多様な視点から
考え、見方や感じ方を深めているか。　　　　　　　　
【学】情報を伝えるための方法や工夫を感じ取るデザ
インの鑑賞の創造的な諸活動に、主体的に取り組もう
としているか。

【知】多様化している美術表現の鑑賞に積極的に取り
組んでいるか。【思】現代美術の発想や構想の独自性
と表現の工夫などについて多様な視点から考え、見方
や感じ方を深めているか。　【学】　芸術作品とは何
か、オリジナリティとは何かについて主体的に考えて
いるか。

・講師用PC
・プロジェクター
・ワークシート
・一人一台端末　　　　　　　　　　　　　
現代美術　デュシャンの「レディ・メイ
ド」
20世紀以降の美術に大きな影響を与えた
「泉」について考えることで、芸術作品と
は何か、オリジナリティとは何かを考え
る。

○

B.鑑賞「デザインの基礎」
【知】デザインの世界の幅広さや役割を理解
し，効果的に伝えるための表現の工夫を捉え
る。
【思】伝達の目的や条件などを基に、発想や構
想の独自性と表現の工夫などについて考え、鑑
賞する。
【学】効果的に伝えるための表現の工夫などを
他者の作品から見つけ鑑賞する創造活動に、主
体的に取り組む。 
  
  
A.アッサンブラージュ「箱の中に世界をつく
る」
【知】ものの見立てや組み合わせなどが感情に
もたらす効果などを理解し、表現方法を創意工
夫して表す。
【思】見立てや組み合わせなどによりつくりだ
される新しい価値や意味などのイメージを生か
し、構想を練る。
【学】ものの見立てや組み合わせにより新しい
意味や価値をつくりだす創造活動に、主体的に
取り組む。

・ワークシート・木・針金・紙粘土・スチ
レンボード・砂・綿など身近な材料　　　　
　　箱の中に身近なものを使って立体作品
を作る。固定観念にとらわれず、さまざま
な素材を組み合わせ、限られた空間の中に
それぞれの世界を作る。

○ ○

１
学
期

○ ○ ○ 2

○ ○

○ ○ ○ 28

○ ２

態

配
当
時
数

○ 24

思

○ ○

知

A.ポスターデザイン「文化祭のポスター」
【知】イラストや写真、文字の形や色、構成な
どの効果、伝達したいイメージなどを捉え、絵
の具などの特性を生かし、計画を基に表す。
【思】伝えたいメッセージや伝える場面などを
基に、形や色彩、写真やイラスト、文字などに
よる伝達効果を考え、構想を練る。
【学】伝えたい内容を効果的にポスターに表す
創造活動に、主体的に取り組む。

・アクリル絵の具セット、ケント紙ボード
B3
初めに色彩の仕組みや絵の具について復習
してから、具体的に学校の特徴などを考え
イメージを広げ、伝えるデザインであるポ
スターをラフスケッチし、文字やイラスト
の色や形、構成を具体化していく。下書き
が完成したらイラストボードに仕上げる。

○

【知識・技能】イラストや写真、文字の形や色、構成
などの効果や伝達したいイメージを捉え、絵の具など
の特性を生かし、計画を基に表すことができたか。　
【思考・判断・表現】　伝えたいメッセージや伝える
場面などを基に、形や色彩、写真やイラスト、文字な
どによる伝達効果を考え、構想を練れたか。
【主体的に学習に取り組む態度】ポスターデザインの
創造活動に、主体的に取り組もうとしていたか。

A表現
B
鑑
賞

評価規準単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
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（　X2：下向　）

芸術

【思考力、判断力、表現力等】

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工
夫、美術の働きなどについて考えることができ
る。主題を生成し個性豊かに発想し構想を練った
り、自己の価値観を高めて美術や美術文化に対す
る見方や感じ方を深めることができる。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、自
身の芸術的感性を高め、表現、鑑賞に取り組む
ことができる。 
  
  
  
  

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につ
けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

美術の創造活動に関心を持ち、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活
や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

【学びに向かう力、人間性等】

（X3：下向　）

教科

【 知　識　及　び　技　能 】

美術Ⅱ

【知識及び技能】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を
深 めている。1年で身につけた絵画、彫刻、デザ
インの知識や技法を自身の表現に活かし、表現方
法を創意工夫し、個性豊かで 創造的に表してい

             る。
             
             

芸術

２
学
期

 B.鑑賞：「デュシャンのレディ・メイド」
【知】既製品をそのまま作品として使う手法を
生み出した作家について知る。
【思】得た知識を自分なりに理解、解釈し、ま
とめることができる。
【学】時代背景を意識して作品を積極的に鑑賞
する 
  
  
  
  
  
  

【知】ものの見立てや組み合わせなどが感情にもたらす効
果、全体のイメージや作風などで捉えることを理解してい
るか。主題に合った表現方法を創意工夫し、個性豊かで創
造的に表しているか。
【思】見立てや組み合わせなどによりつくりだされる新し
い価値や意味などのイメージを生かして主題を生成し、個
性豊かで創造的な表現の構想を練っているか。
【学】ものの見立てや組み合わせにより新しい意味や価
値をつくりだす創的な諸活動に主体的に取り組もうとして
いるか。 
  
  
  
  
  
  
  
  

美術Ⅱ



 年間授業計画表（令和５年度） 担当教員 下向惠子 

教科・科目 
芸術 

美術Ⅲ 
単位数 ２ 

学年・
学
級 

３学年 選択 

教科書 光村図書 美術３ 

補助 教材 ワークシート 鑑賞用資料 画用紙 ケント紙 絵具セット 木材 など各種材料 

学習目標 美術Ⅰ・Ⅱで学んできたことをベースに、自身の関心のある分野をより深く探求する。 
 

学習期間 学習内容 学習のねらい【到達度目標】 
時数 
(目安) 

1 学期 

 

鑑賞／美術史 ルネサンスの画家 
「アルブレヒト・デューラー」 

表現／鉛筆素描 美術表現の基礎に立ち返って石膏
の陰影を描き分けることによって立体感を表現する

ことを学ぶ。 

・美術史の流れを把握し、ルネサンスの巨
匠の作品を鑑賞 

・幾何形態をモチーフに全ての表現の基礎

となる鉛筆素描を描く。光を良く見て

立体感を表現する。 

１３ 

1 学期 

 

鑑賞／静物を描いた過去の名画から単に自然を再現
するだけではなく作品の主題、構成、光と

影、色彩の工夫などを味わう。 

表現／「バードカービング」オカリナ作り 

・鳥に関する資料を集め、実物を観察したりして形

や色彩を研究する。鳥の形を彫刻した後、絵の具

で彩色する。 

 

・過去の名作から作品の良さを感じ取り 

理解できる感性を磨き、各自の表現に

つなげる。 

・目的に向かっていろいろな角度から資料

を集め、自分の作品にまとめていく。最

終的に音の出し易いオリジナルな鳥の形

や色彩を考え，制作する。  

１３ 

2 学期 

 

鑑賞／「絵本の作り方」 

 

表現／卒業制作「書物のデザイン⑴」 

３年間の美術学習の集大成としての作品制作を行
う。アートとは何か考えたうえで、本格的ハードカ

バー製本による本を制作するための企画書を作る。

画集・詩画集・写真集などそれぞれの方法で考える。 

 

・世界中で愛されているエリック・カールの

「はらぺこあおむし」の制作過程を映像で

見ることにより各自制作の本のイメージを

広げる。                

プランニングをしっかり行い、・造形的、

色彩的美しさを追求するだけでなく、心に

響く提案をする。 

１５ 



2 学期 

 

表現／「書物のデザイン⑵」各自の企画書をもとに卒
業制作として本格的ハードカバー製本による本を制
作する。 
 
鑑賞／各自の作品のプレゼンテーションと鑑賞。 
   意見交換。 
      

製本の技術を知ることで表現の世界を広

げ、目的に合うまとめ方ができるようにす

る。 

他者の作品の良さや美しさを感じ取り、作

者の思いなどについて考える。 

１５ 

3 学期 

 

表現／「エコバッグのデザイン」 

日常生活に欠かせないエコバッグのオリジナルデザ

インを考える。染色用絵の具で仕上げる。 

環境への配慮が求められる昨今、従来まで

の使い捨ての買い物袋とは異なるマイバッ

グを楽しく制作し、使う。 

２２ 

 

評価の観点 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力 

創造的な表現をするために必要な

技能や知識を身に付け，表現方法

を工夫し、創造的に表している。 

 

感性や想像力を働かせて，自己の

表現意図に合った方法を創意工夫

し、創造的な表現の構想を練って

いる。価値意識をもって美術や美

術文化に対する見方や感じ方を 

深めたりすることができる。 

美術の創造活動に関心を持ち，主

体的に表現や鑑賞の活動に取り組

んでいる。生活や社会を心豊かに

する美術の働き，美術文化などに

ついての理解を深めようとしてい

る。  

評価方法 
出席日数・授業態度を特に重視する。評価は提出された作品の完成度だけでなく、制作
過程の中間点も反映されるものとする。 

 

学習の 

ポイント 

【補習・補講計画、参考図書など】 

光村図書美術３、ワークシート、鑑賞用資料 

生徒の作品をできる限り展示し、生徒同士お互いの見方や感じ方、考えを交流させる時間を取る。  

 


